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實驗 的 非 特 異 牲 操 作 後 ノ血 液 學 的 考 察

(第2報)

酸鹽基平衡失調時ノ血液像ニ就テ(其 ノ2)

岡 山醫 科 大 學 柿 沼 内 科 教 室

醫學士 中 島 達 二

[昭和12年1月26日 受稿]

Aus der Medizinischen  Klinik der  Medizinischen  Fakultat Okayama. 

 (Vorstand: Prof. Dr. K. Kakinuma)

 Hamatologische Betrachtungen bei  experimentellunspezifischen 

 Beeinflussungen des  Korpers. 

 (I. Mitteilung)

 Uber die Blutmorphologie bei der Saurebasengleichgewichtsstorung (2. Teil).

                                      Von 

                         Dr. Tatsuji Nakashima. 

                          Eingegangen am 26. Januar 1937.

   An Kaninchen, die  durch die Einspritzung der  alkalischen (PH=8,20) bzw. der 

sauren  (PH=5,87) Pufferlosung  in Alkalose bzw. Acidose  versetzt  waren,  wurden  Mani-

pulationen  verschiedener  Art, wie sie unten  auseinander gesetzt wurden,  ausgefuhrt, 
um dadurch die  Beziehungen zwischen dem Blutbilde  und  dem  Saurebasengleich-

gewieht  resp.  dem  Retikuloendothelialsystem zu  veranschaulichen. 
   1. Wenn die Pufferlosungen  und  Adrenalin  zusammen eingespritzt  wurden, waren 

 Korpertemperatur, Erythrozytenzahl,  Hamoglobinmenge, Leukozytenzahl  und deren 

Arten  betreffend die  Beeinflussungen  verschieden, je nach  dem  PH-Grade,  und zwar 

 verhielt es  sich beinahe umgekehrt wie bei der einzelnen Einspritzung von  Pufferlosung 

 rep. Adrenalin.
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   2. Wenn die  Pufferlosungen mit Insulin  zusammen eingespritzt wurden, so war 

der Unterschied von  PH nicht so deutlich zu  bemerken, wie bei der vorigen  und sogar 

war es fast gleich wie bei der einzelnen Einspritzung von Pufferlosung. 

   3.  Wenn man die Pufferlosung  allein  dann einspritzte, nachdem Adrenalin oder 

Insulin 10  Tage lang fortgesetzt eingespritzt wurden, so waren die Resultate fast die-

selben wie bei den Fallen, wo die  Pufferlosung mit Adrenalin oder Insulin  zusammen 

eingespritzt wurde. 

   4. Die  Vermehrung der  Lymphozyten nach der Einspritzung von Adrenalin 

scheint nicht nur  allein von der  Zusammenziehung der  Milz, sondern eher  vom Zu-

stand des  Reticuloendothelialsystem abhangig zu sein. 

   5. Es ist auch anzunehmen, dass die  Beeinflussung des Blutbildes durch die 

Anderung des  Saurebasengleichgewichts mit den Hormonen im  Korper in einer mehr 

od. weniger grossen Beziehung steht. 

   6. Wenn man die Pufferlosung mit Typhusvaccin zusammen einspritzte, so starben 

die Tiere viel  haufiger bei der  sauren  Pufferlosung  als bei der  alkalischen,  und  kam 

auch die  Storung in der  Warmeregulation dort  ausgepragter zutage. Die  Veranderun-

gen des Blutbildes durch die Pufferwirkung wurden infolge der  starkeren Wirkung 
des Vaccins mehr verdeckt.  (Autoreferat)

目 次

第1章 緒 言

第2章 實驗 材 料 及 ビ 實驗 方 法

第3章 緩 衝液ト 「ア ドレ ナ リン」ヲ同 時ニ注 入

セ ル場 合

第1節 緩 衝 液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第2節 緩 衝 液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第4章 緩 衝液 ト「イ ン シユ リ ン」ヲ同 時ニ 注 入

セ ル場 合

第1節 緩 衝 液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第2節 緩 衝液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第5章 「アド レナ リ ン」 ヲ10囘 連續 注射 セ ル

後 緩衝 液 ヲ注 入 セル 場合

第1節 緩 衝 液 ノPH=3.204ナ ル トキ

第2節 緩 衝 液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第6章 「イ ン シユ リ ン」 ヲ連續10日 注 射 セル

後緩 衝液 ヲ注 入 セル 場 合

第1節 緩 衝液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第2節 緩 衝 液 ノPH=5.865ナル トキ

第7章 剔脾 後4日 ヲ經 タル家 兎ニ 緩 衝液ト「 ア

ドレナリン」ヲ注入セル場合

第1節 緩 衝液ノPH=8.204ナ ル トキ

第2節 緩衝液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第8章 緩衝液 ト「ワクチン」ヲ注射セル場合

第9章 總括竝ニ 考按

第10章 結 論

文 獻

第1章 緒 言

前報告ニ 於テ 余 ハPH=8.204ナ ル 「アル カ

リ性」緩 衝液 トPH=5 .865ナ ル酸性 緩衝 液或

ハ強酸性「強 アルカ リ性」液其 ノ他ヲ 注 入シ テ

生體ニ 「アルカロー ジス」「アチ ドー ジス」ヲ起

サ シムル時 ハ各 々特有 ノ血液像ヲ 示 ス コ トヲ

述ベ タ リ.コ コニ於 テ余 ハ更ニ 前述 ノ方法 ニ

テ生體ヲ「 アル カロー ジス」,「 アチ ドー ジス」

ノ状態ニ 置 キタル場 合ニ 諸種 ノ操 作ヲ 行 ヒ,

其 ノ結 果 ヲ考按 シ併 セテ血液像 ト酸鹽 基平衡
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状態及 ビ網状織内被細 胞系統等 トノ關係 ヲ見

ン トセリ.而 シテAcidotischノ 血 像變 化ヲ 起

ス トセラ レタル モ「ア ドレナ リン」及ビ 其 ノ拮

抗 作用 ア リトセラ レタル「インシユ リン」ヲ用

ヒ,又 「ワクチ ン」ヲモ用 ヒタ リ.

三谷 ハ余 ト同樣 ナル實驗ニ 於テ 「ア ドレナ

リン」ト 緩衝液「インシユ リン」ト緩衝液ヲ 同

時ニ 注人 セルガ豫備「アルカ リ」量ハ前者 ノ場

合 ハ何 レモ減少 セルガ酸性緩 衝液 ノ方 「アル

カ リ性」緩衝液ヨ リモ減 少稍 々強 ク,「 イン シ

ヨリン」 ノ場合 ニハ減 少 スル モ極 ク輕徴 ニ シ

テ却 ツテ増 加 スルモノモア リ「アルカ リ性」液

ニテハ酸性液 ヨ リモ其 ノ度 強シ ト.

第2章 實驗 材 料 及ビ 實驗 方 法

總 テ前 報告ニ 於 ケル モ ノニ 同 ジニ シ テ「 ア ドレ

ナ リン」,「イ ン シユ リ ン」ハ 共ニ 當kg0.05gヲ

用 ヒ,「 ワ クチ ン」ハ 「チブ ス菌 ワ クチ ン」ヲ當kg

0.4ccヲ靜脉 内ニ 注 入シ タ リ.

「チ ブ ス菌 ワク チ ン」ハ 生理 的食鹽 水10ccニ 「チ

ブ ス菌 」ヲ1白 金耳 溶 シ タル モ ノ ヲ60℃ニ テ30分

宛2日 滅 菌 セ ル モ ノニ 石炭 酸 ヲ0.5%ノ 割ニ 混 ジ

タ リ.

第3章 緩衝液 ト「ア ドレナリン」ヲ

同時ニ注入セル場合

第1節 緩衝液ノPH=8.204ナ ル

トキ

第1表 「アルカ リ性」緩衝液ト 「ア ドレナ リン」ヲ同時ニ 注入 セル場 合
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體温.108號 ハ殆 ド變化セザルモ,他 ハ何 レモ

注入後1℃ 乃至2℃ ノ上昇ヲナシ,注 入後2時 間

迄著シク,3時 間 目ニハ何 レモ下降シ,4時 間目

ニハ殆 ド注射前ニ復シ.101號 ノ ミハ4時 間目ニ

著シク上昇セリ.(以下何時間 ト稱スルハ注射後何

時間目ト言フ意味ナリ)

血色素量.109號 ハ注射後殆 ド直線的ニ減少シ,

108號 ハ注入後30分 ニテ稍々増加シ後109號 ト

同樣ニ 減少 シ,4時 間 目ニ於テ略ボ注射前ニ 近ヅ

カントス.101號 ハ注射後30分ニ テ減少シ,後 幾

分ノ増加ヲ斷續シ4時 間ニ於テ略ボ注射前ニ 復ス

ルヲ見 タリ.56號 ハ30分ニ テ減少後1時 間ニテ

稍々増加シ後注射前ニ略ボ變 リナク4時 間ニテ減

少ス.

赤血球數.108號,109號 ハ殆 ド血色素量ニ平 行

シテ後著シク減少シ,56號 ハ注入後30分 ニテ減

少 シ1時 間目ニ テ増加シ後減少シ2時 間目ニ テ最

モ著シク4時 間目ニ テ略ボ注射前ノ値ニ近ヅク,

101號 ハ1.5時 間 目迄増加シ後略ボ注射前ニ歸 ヘ

ル.

血小 板 数.56號 ハ減 少 ノ度強 ク2時 間 目以後 著

シ キ減少 ヲ示 シ,101號 ハ30分ニ テ 減少 シ1.5時

間目ニ 最 高ニ 達 シ,3時 間目 再 ビ著 シ ク減少 シ4

時 間 目ニ テ 注射前 ノ値 ヨ リヤヤ増 加 ヲ示ス.109

號 ハ30分 ヨ リ2時 間目 迄ニ増 加 シ,3時 間4時 間

目ニ テハ 著 シク減 少 ス.108號 ハ 減少 シ2時間 目

ニ増加ヲ示 シ,3時 間 目ニテ略ボ注射前 ノ數ヲ示

スモ4時 間目ニテ再ビ減少セリ.

白血球數.何 レモ注入後増加シ.56號 ハ1時 間

目ニテ甚ダシキ増加ヲ示シ,後 注射前ヨリ幾分減

少スルモ3時 間目ニ於テ再ビ増加シ後減少ス.108

號 ハ2時 間目ニ其ノ頂點ニ達 シテ約2倍 ノ増加 ヲ

見3時 間,4時 間目ハ其ノ度ヲ減ズルモ尚ホ相當

ノ増加ヲ示ス.101號,109號 ハ3時 間目迄比較的

緩漫ニ増加シ,3時 間 目ニテハ急ニ約4倍ニ増 加

シ4時 間目ニハ何レモ減少スルモ尚ホ注射前ニ比

シ著シキ増加ノ状態ニ アリ.

「假性エ オジン嗜好性」細胞.%數 ハ注入後何 レ

モ30分 或ハ1時 間迄ニ減少シ後何レモ増加シ,

56號 ハ3時 間以後再ビ著シク減少シ.108號,109

號ハ増加ヲ僅カナガラ續ケ,101號 ハ可成著 シク

増加ス.實數 モ亦同樣ナリ.

核 型.移 動ハ明カニ右旋ヲ示ス.

淋巴細胞.%數 ハ何 レモ注入後30分 乃至1.5時

間ニ亙リテ増加ヲ示シ後減少セルガ,56號 ハ2時

間以後再ビ増加セリ.實數 ハ時 ト共ニ増 加ヲ示シ

殆 ド減少セズ.

大單核白血球.注 入後減少スルモ後囘復シ,108

號ハ増加ス.實數 モ亦同樣 ナリ.

他 ノ細胞ニ就テハ論ズ可キ差異ヲ認メ得ズ.

第2節 緩衝 液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第2表 酸性緩 衝液ト「ア ドレナリン」ヲ同時ニ注射セル場合
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體 温.59號,60號 ハ注 入後 約1.5℃ 以 上 ノ上昇

ヲ3時 間 ツヅ ケ4時 間ニ テ下 降ニ 向 フ.106號,107

號 ハ 注 入後 下降 シ,106號 ハ1時 間 以 後稍 々上 昇

シ,107號 ハ2時間ニ 於 テ 注射 前ニ 復 スル モ後 再

ビ下降 ス.

血 色 素量.59號,106號,107號 ハ 注 人後 増 加 シ

30分 乃 至1時 間ニ テ強 ク増 加 シ後稍 々其 ノ度 ヲ弱

ム モ4時間 ニ テ再ビ増 加 ス,60號 ノ ミ注射 後稍 々

減 少 シ3時 間 以 後 増 加 セ リ.

赤 血 球數,60號 ノ ミハ 減少 ス ル モ 他 ハ殆 ド變

化 ナク稍 々増 加 ヲ認 ム.

血小 板數.59號,60號,107號 ハ注 射後増 加 シ

59號 ハ3時 間 目,107號 ハ2時 間 目以 後稍 々減 少

ス.106號 ハ 注 入後 著 シ ク減少 シ4時 間ニ テ モ ト

ニ歸 ヘ ル.

白血 球數.56號 ハ30分ニ テ 僅ニ 減少 シ1時 間

及ビ2時 間ニ テ頂點 作 リ3時 間 以 後 減少 シ,60

號 ハ増 加 シ3時 間 ニ テ最 高 位 ヲ示 シ4時 間ニ テ略

ボ注射前ニ 復ス,106號 ハ30分ニ テ増加2時 間ニ

テ減少シ,其 ノ後増加シ4時 間ニテ著シ,107號 ハ

30分ニ テ稍 々減少シ1時 間ニテ稍々増加 スルモ

1.5時 間2時 間ニ テ僅ニ減少 シ3時 間4時 間ニテ

著シク増加ス.

「假性エオジン嗜好性」細胞.%數 ハ59號 ハ1時

間迄減少ヲ示 シ,3時 間以後増加 ヲ示ス,60號 ハ

30分ニ テ減ジ1時間 目ニ増加其ノ後稍々減少2時

間以後増加ニ向フ,106號 ハ30分ニ テ稍々減少セ

ル ノミニシテ増加著シ,107號 ハ僅 カノ減少ヲ續

ケ3時 間以後略ボ注射前ニ 復ス.實數 モ略ボ%數

ニ平行ス.

核 ノ移動.59號.60號,107號 ハ注入後右旋シ

後左旋ヲ示スモ,106號 ハ左旋ヲ示ス.

淋巴細胞.%數 ハ何 レモ「假性エオジン嗜好性」

細胞ト反對ニ 注入後30分 乃至1時 間2時 間ニ亙

リテ増加シ後減少 セリ.實數 モ亦同樣ニ シテ107

號 ノミハ後増加セリ.
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大 單 核 白 血球.%數 ハ59號,60號 ハ 減少 ス ル

モ甚 シ カ ラズ,106號,107號 ハ注 射 後30分 或 ハ

4時 間ニ テ増加 ヲ示 ス.實數 モ亦 一致 ス.

第4章 緩 衝液ト 「イ ンシユ リン」ヲ

同時ニ 注 入セル場合

第1節 緩 衝液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第3表 「アルカリ 性」緩衝液ト 「イ ンシユ リン」ヲ同時ニ 注射 セル場合

體 温.注 入後 何 レモ 上昇 ス.1時 間 乃 至2時 間

ニ於 テ上 昇 シ,129號,130號 ハ4時 間ニ 於 テ モ下

降 セズ,115號,116號 ハ4時間目ニ ハ 注射 前 ヨ リ

低 下 ス.

血色 素量.129號.130號 ノ2例 ハ 注 入後1時 間

ハ著 シ ク増 加 シ後其ノ 度 ヲ減 ジ115號 ハ2時 間 以

後ニ増 加 シ,116號 ハ増 加 セ ズ シテ 始 メヨリ 減 少

セ リ.

赤血 球數.115號 ハ注 入後30分 テ稍 々 増加 シ2

時 間ニ テ注 射 前ニ 復 シ再ビ増 加 シ,116號,129號,

130號 ハ30分ニ テ稍 々増 加 シ1時 間 以 後 減少 シ,

116號,130號ハ 其 ノ度強 シ.

血 小 板數.130號 ヲ除 ク3例 ハ 注 入 後30分稍 々

増加 シ,其 ノ後稍 々減 少 ス ル モ ノアル モ4時 間 迄

増加 ノ状 態 ヲ維 持 ス,130號 ハ 注 入後30分稍 々減

少 シ後 著變 ナ シ.

白 血 球數.何 レ モ1時 間3時 間ニ テ頂點 ヲ作 リ

テ増加 シ129號 ノ ミ1.5時 間2時 間ニ 亙 リテ 減 少

シ4時 間ニ テ ハ注 射 前ニ歸 ル 傾 向 ア リ.

「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 性 」細 胞.%數 ハ116號,129
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號,130號 ノ3例 ハ注 入後 減少シ,119號,129號

ハ1時 間ニ テ舊ニ歸 リ130號 ハ2時間ニ テ略 ボ注

入前ニ 復 シ3時 間ニ テ可成 増 加 シ4時 間ニ テ 注 射

前ニ 復 シ,116號 モ3時 間 以後 減少 シ注 射前ニ 近

ヅ ク,115號ノ ミハ 減少 セ ズ シテ 増加 ヲ示 セ リ.

實數 モ略ボ同樣 ノ變 化 ヲ示 ス.

核 型 ハ注 入 後ニ 右旋 ヲ示 シ,116號 ノ ミハ 左 旋

ス,其ノ 後 直ニ3例 ハ左 旋 ヲ示 ス モ 其 ノ度 甚 シカ

ラズ.

淋 巴細 胞.%數 ハ116號,130號 ノ2例 ハ 注 入

後30分 著 シク増加 シ後 減 少 ス,130號 ハ2時 間 目

迄 増加 ヲ ツヅ ケ3時 間ニ テ急ニ 減少 シ4時間ニ テ

略 ボ 注射 前ニ歸 ル,115號,129號 ハ30分ニ テ ハ

殆 ド變化 ナ ク,後 増加 セ ズ シテ減 少 ス.實數 ハ 注

射 後約1時 間 迄 ハ 増 加 ヲ示 シ,其 ノ後 ノ増 減 ハ 餘

リ甚 シカ ラ ズ.

大 單 核 白 面球.%數 ハ 注 入後 漸 次 減 少 シ4時 間

ニテ舊ニ 復 スル 傾 向 ア リ.

其 ノ他 ノ細 胞ニ 就 テ ハ論 ズ可 キ モ ノナ シ.

第2節 緩 衝 液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第4表 酸 性緩 衝液ト 「イ ンシユ リン」ヲ同時ニ 注入 セル場合

體温.上 昇シ3時 間乃至4時 間目ヲ頂點 トス,

55號 ハ30分ニ テ極ク僅ニ上昇 ヲ示シ後 下降シテ

3時 間以後常態ニ復シ82號 ハ殆 ド變化ナシ.

血色素量.注 入後30分ニ テ44號 ハ稍々増加ヲ

58



實驗的非特異性操作後ノ血液學的考察(第2報) 1635

示 シタルモ其 ノ後減少シ他ハ何レモ増加ヲ示 スコ

トナク減少セリ.

赤血球數.55號 ハ減少シ44號,81號 ハ注射後

1時間迄僅ニ 増加後減少シ82號ハ1時 間以後減少

後稍々増加 ヲ示ス.

血小板數.注 入後44號ハ 減少 シ1.5時 間ニテ

稍々増加シ後再ビ減少ス,他 ハ何 レモ増加 シ,1.5

時間ニテ最大値ヲ示シ後減少ス.

白血球數.注 入後81號 ハ30分 ニテ稍々増加後

減少シ3時 間以後再ビ稍 々増加セリ,55號 ハ注入

後減少シ1時 間以後稍々増加ス,44號 ハ30分 ニ

於テ減少シ82號 ハ値ヲ變ゼズ後兩者 トモ増加 シ,

44號 ハ1.5時 間ニテ82號 ハ3時 間目ニ 於 テ最高

頂點ヲ示シ後減少シ注射前 ノ數値ニ近ヅケリ.

「假性エオジン嗜好性」細胞.%數 ハ注射後減少

スルコトナク増加シ2時 間以後ハ餘 リ増加セズシ

テ4時 間目ニ略ボ最高ニ達ス.實數 ハ44號 ノ ミ

30分 ニテ減少シ他ハ何レモ著 シク増加ス.

核 型ハ注入後稍々右旋スルヲ55號,81號ニ 於

テ認ムルモ其ノ後左旋 シ他 ノ2例 ハ始メヨリ左旋

ヲ示ス.

淋巴細胞.%數 ハ漸次減少 ノ度ヲ加ヘ注射前ノ

値ヨリモ増加スルコトナシ.實數 モ同樣ニ 減少ヲ

示シ44號ハ1.5時 間目82號 ハ1時 間目 及ビ3時

間目ニ増加セ リ.

大單核白血球.%數 實數共ニ注射後1時 間乃至

3時 間ニ亙 リテ稍々増加ヲ示シタリ.

「エオジン嗜好性」細胞ハ減少 ヲ示セリ.

第5章 「ア ドレナリ ン」 ヲ10囘 連續 注

射セル後緩衝液 ヲ注入セル場合

第1節 緩 衝液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第5表 「ア ドレナ リン」ヲ10囘 連續 注射 セル後「アルカ リ性」

緩 衝液 ヲ注入 セル場合
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體 温.33號ハ 上 昇 度 著 シ ク4時 間ニ テ2.2℃ ニ

及 ブ,140號 ハ 略 ボ コ レニ平 行 シテ約1℃ 内 外 ノ

上 昇 ヲ示 シ,121號 ハ注 射 後 増減 ス ル モ其 ノ度 輕

微 ナ リ.

血 色 素 量.注 入 後増 加 シ121號 ハ増 加 ノ状 態 ヲ

持續 シ140號 モ 略 ボコ レニ近 ク3時 間目ニ テ稍 々

減 少 ス ル外増加 ヲ 示 シ33號 ハ2時 間 以後 可 成 減

少 ス.

赤 血 球數.何 レ モ減 少 ス.

血 小 板數.何 レモ注 射 後 増 加 シ3時 間 ニテ 略 ボ

注 射 前 ノ値ニ歸 リ,121號 ハ4時 間目ニ 再ビ 増加

ヲ示 セ リ.

白 血 球數.注 射 後 何 レ モ 増 加 シ1時間目ニ テ

121號,140號ハ 注 射 前 ノ値ニ 復 スル モ33號 ハ更

ニ注射 前 ノ値 ヨ リ減少 ス.其 ノ後121號 ハ2時 間

目迄 著 シ ク増 加 シ3時 間ニ テ再ビ 注射前 ノ値ニ 近

ク復シ,4時 間 ニテ 再 ビ増 加 ス,140號 ハ 略 ボ コ レ

ニ平行シ33號ハ1.5時 間以後消長アルモ注射前

ノ値ヲ出入ス.

「假性エオジン嗜好性.細胞.%數 ハ注射後何レ

モ1時 間迄稍 々減少シ2時 間ニテ急ニ増加シ後

稍々其 ノ度ヲ減ズ.實數 ハ注射後1時 間迄ハ増加

甚 シカラズ,33號 ノミ1時 間ニ テ減少ス.後 何 レ

モ増加シ%數ニ平 行ス.

核型ハ33號,140號ニ テハ明カニ左旋ヲ認 メ,

121號 モ注射後30分 ハ殆 ド變化ナキモ注射後1時

間ニテ明カニ 左旋ヲ示セリ.

淋巴性細胞.%數 ハ33號 ハ1時 間,121號,140

號 ハ30分 迄 僅ニ増 加シ後減少シ2時 間以後稍々

其 ノ度輕減ス.實數 モ亦同樣 ナリ.

大單核白血球.%數 實數共ニ33號,140號 ハ減

少 シ33號 ハ3時 間以後復舊 ノ傾向アリ,121號 ハ

増加ノ傾向アリ.

第2節 緩 衝液 ノPH=5.865ナ ル トキ

第6表 「ア ドレナ リン」ヲ10囘連續 注射 セル後ニ 酸性緩衝液 ヲ注射 セル場合
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體 温.何 レモ上 昇 シ120號 ハ2時 間 ニテ2℃ ノ

上 昇後 下 降 ヲ示 シ.141號 ハ1.5時 間 以 後1℃ 上

昇 シ,119號 ハ3時 間 迄 ハ0.5℃ 位 ノ上 昇 ヲ示 ス

モ,4時 間ニ テ1.5℃ ノ上 昇 ヲ示 ス.

血 色素 量.何 レモ注 入後30分 ニテ増 加 シ後119

號 ハ 減少 シ,120號,141號 ハ2時間ニ テ再ビ頂 點

ヲ作 リ後 下降 スル モ4時 間ニ テ尚 ホ増 加 ノ状 態 ニ

ア リ.

赤 血 球數.119號 ハ30分,1時 間 ニテ減 少 シ1.5

時 間ニ テ 注射 前 ノ値ニ 復 シ後殆 ド減 少 ナク,120號

ハ30分 ニ テ變 化 ナ ク後増 加 ス,140號 ハ30分 ニ

テ稍 々減 少 スル モ後稍 々増 加 シ3時 間 以後 略 ボ注

射 前ニ 復ス.

血 小板數.注 入後119號 ハ増 加 シ120號,141號

ハ増 加 後 減少 ス.

白 血 球數.3者 トモ1時間 迄 明カニ減 少 ヲ示 シ

後 急ニ増 加 シ119號,141號 ハ2時 間目120號 ハ

3時間 目ニ テ頂點 ヲ作 リ後 減少ニ 傾 ク.

「假性エオジン嗜好性」細胞.%數 ハ120號 ハ30

分ニ テハ其 ノ儘119號,141號 ハ30分 ニテ稍々減

少 シ1時 間ニテ何レモ急ニ増加ヲ示シ1時 間ヨリ

3時 間迄ハ漸増シ3時 間ニ テ最高ニ達シ後減少ニ

傾ク.實數 モ亦同樣 ナリ.

核型ハ左旋ヲ示スモ1.5時 間迄極ク僅カナリ.

淋巴細胞.%數 ハ「假性エオジン嗜好性」細胞 ト

反對ニ シテ實數ハ119號 ハ30分ニ テ稍 々増加 ヲ

示 シ後減少シ120號,141號 ハ減少ヲ示ス.

大單核白面球ハ注入120號 ハ増加ヲ示 シ他ハ減

少 ヲ示ス.

他細胞ニハ論ズ可キ變化ナシ.

第6章 「イ ンシユ リン」ヲ連續10

日間注射セ ル後緩衝液 ヲ注

入セ場合

第1節 衝 緩液 ノPH=8.204ナ ル トキ

第7表 「 インシ ユ リン」ヲ10囘 連續注 射 セル後ニ 「アル カ リ性」

緩衝液ヲ 注入 セル場合
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體 温.上 昇 シ1.5時間 ヲ頂點 トシ133號 ハ2.7℃

135號 ハ2℃ ノ上 昇 ヲ示 シ 後 下降 ス ル モ134號 ハ

注射 後1時間 以 後 約1℃ ノ上昇 ヲ示 シ4時 間ニ テ

再ビ 上昇 ス ル傾 向 ア リ.

血 色 素 量.赤 血 球數.注 入 後 減 少 ス.

血 小 板數.134號 ハ注 入後 増 加 シ1.5時間ニ テ

減 少 シ後 著 シク増 加 ス,133號 ハ注 入 後 大差 ナ ク,

1.5時 間ニ テ稍 々増 加 シ 後減 少 スル モ大差 ナ シ,

135號ハ増 加 セ リ.

白 血球數.30分ニ テ何 レモ減 少 シ133號 ハ殊 ニ

著 シク134號 ハ1時 間,133號,135號 ハ1.5時 間

ニ於 テ顯 著 ナ ル増 加 ヲ示 シ後何 レ モ減少 シ133號

ハ注 射 前 ノ値ニ 比 シ減少 著 シ ク,134號 ハ注 射 前

ニ比 シ尚 ホ増 加 ノ状 態ニ アリ,135號 ハ 注射前 ヨ

リ稍 々減 少 ス.

「假 性 エオ ジ ン嗜 好 注」細 胞.%數 ハ134號,135

號 ハ注 入 後 直ニ 増 加 シ1.5時間 ヲ頂點 トシテ 後 下

降ニ 向 フ モ134號 ハ其 ノ度 緩 ナ リ,133號 ハ注 入

後30分ニ テ稍 々減 少 後増 加 シ,3時 間 ヲ頂點 トシ

後 急ニ 其 ノ度 ヲ減 ズ ル モ尚 ホ 増 加 ハ状 態ニ ア リ.

實 数 ハ133號,185號 ハ注 射 後1時 間ニ テ減 少 ス

ル モ 後 増加 シ,134號 ハ 減 少 セ ズ シテ増 加 ヲ示 ス.

核 型 ハ左 旋 ヲ示 シ其 ノ度 可成 リ強 シ.

淋 巴細 胞.%數 ハ133號 ハ 注 射後稍 々増 加 シ後

減 少 シ,134號,135號 ハ 注 入後 直ニ 減 少 シ其 ノ度

可成 著 シ.實數 ハ 減 少 ヲ示 ス.

第2節 緩 衝 液 ノPH=5.865ナルト キ

第8表 「インシユリン」ヲ10囘 連續注射セル後ニ酸性緩衝液ヲ注入セル場合

體 温.注 射 後 上昇 シ1.5時 間 ニテ最 高 トナ リ,

131號ハ2.3℃,136號ハ1.8℃, 132號 ハ1℃ノ 上

昇 ヲ示 シ後 下降 シ再 ビ上 昇ニ 向 ヒ,4時 間ニ テ ハ

何 レモ更ニ 最 高 値 ヲ示 ス.

血 色 素量.注 入 後131號 ハ 減 少 シ,136號 ハ1.5

時間ニ テ稍 々減 少 セル モ大體ニ 於 テ増加 シ,132號
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ハ 増加 ス.

赤血 球數.131號 ハ30分ニ テ増 加 シ1時 間 乃

至2時 間 迄 ハ 略 ボ注 射前ニ 近 ヅ キ,3時 間ニ テ再

ビ増加 シ4時 間ニ テ平 常ニ 復 シ,136號 ハ大 シ タ

増 減 ナ ク,略 ボ131號ニ平 行 シ,132號 ハ可 成 減

少 シ3時 間以 後 通 常ニ 復 ス.

血小 板數.僅ニ 増 加 シ後 減 少 ス.

白血 球數.注 入後 何 レモ減 少 シ132号,136號

ハ3時 間 ニ テ稍 々増 加 ヲ示 シ後 減 少 シ,131號 ハ

増 加 ヲ示 サ ズ.

「假 性エ オ ジ ン嗜 好 性」細 胞.%數 ハ131號,132

號 ハ30分ニ テ ハ殆 ド變化 ヲ示 サ ザ ル モ後 漸 増 シ

132號 ハ2時 間 ニ テ頂點 ヲ作リ 後 下降 ス,131號 ハ

4時 間 ニ テ最 高ニ 達 ス,136號 ハ30分ニ テ稍 々減

少シ後増加 シ2時 間ニテ最高 トナリ後減少ス.實

數ハ1.5時 間乃至2時 間迄減少シ後増加ス.

核型ハ左旋ヲ示シ131號,136號 ハ其ノ度強ク,

132號 ハ1.5時 間ニテ左旋 ノ極ニア リテ後其ノ度

ヲ弱ム.

淋巴細胞.%數 ハ何レモ初メ稍々増加 シ後減少

ス.實數ハ 増加ヲ示サズ減少ス.

大單核白血球.減 少ス.

其 ノ他ノ細胞ニ著變 ナシ.

第7章 剔脾 後4日 ヲ經 タル家兎ニ

緩衝液ト「ア ドレナ リン」ヲ

注入セル場合

第1節 緩 衝液 ノPH=8.204ナ ルト キ

第9表 剔 脾家兎ニ 「ア ドレナ リン」ト「アルカ リ性」緩衝液 ヲ注 入セル場合

體 温.30分ニ テ ハ著 シキ變 化 ナ ク,123號,125

號 ハ1時 間 後ニ 上 昇 シ,126號 ハ1.5時 間迄 ハ稍 々

下 降 セル モ2時 間以 後 上 昇ス.

血色素量.123號,125號 ハ注入後増加シ後減少

ニ傾キ2時 間3時 間ハ注射前ヨリ減少 シ,4時 間

ニテ再ビ稍々増加ニ向 フ,126號 ハ注射後減少シ
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2時 間 ト4時 間ニ テ増 加 シ3時 間 ニテ減 少 ヲ示 セ

リ.

赤 血球數.注 射 後125號 ハ増 加 ヲ示 ス モ,他 ハ

減少 ス.

血 小 板數.他 ノ(2例 ハ増加 後 減少 ヲ示ス.)123

號 ハ 減少 ス.

白血 球數.123號 ハ 注射 後稍 々増 加 シ後 僅ニ 減

少 シテ3時間 以後稍 々増 加 ス ルモ 殆 ド變 リナ ク.

125號 ハ 注射 後30分 増加 シ後 注 射 前ニ歸リ1.5時

間 ニテ再ビ 増 加 シ,後 注射 前ニ歸 ル,126號 ハ注

射 後 著 シク減 少 シ1時 間 乃 至2時 間ニ 増 加 シ後 再

ビ著 シ ク減 少 ス.

「假 性エ オ ジ ン嗜好 性」細 胞.%數126ハ 注射 後

稍 々増 加 シ後1.5時 間,2時 間ニ テ増 加 シ後 減少 ニ

傾ク.123號,125號 ハ注射後30分 乃至1時 間ニ

テ減少シ1時 間以後増加 ス.實數 モ亦注射後減少

シ後増加ス.

核 型.123號,125號 ハ注射後明カニ右旋ヲ示シ

後左旋ス,126號 ハ始 メ左旋ヲ示ス.

淋巴細胞.123號,125號 ノ2例 ハ注入後稍 々増

加シ後減少ス,126號 ハ30分ニ テハ稍々減少シ1

時間ニテ注射前ニ復シ後減少ス.

實數モ略ボ同樣 ナリ.

大單核白血球.%數 ハ減少ヲ見ルモ123號 ハ1

時間ニテ増加セリ.

他細胞ニ 著變ナシ.

第2節 緩 衝液 ノPH=5.865ナ ル場合

第10表 剔脾家兎ニ「ア ドレナリン」ト酸性緩衝液ヲ注入セル場合

體温.上 昇シ1時 間乃至2時 間ニテ最高トナリ.

以後稍 々下降シ124號 ハ注射前ヨ リ下降ス.

血色素量.124号 ハ減少 シ128號ハ 減少後増加

シ122號 ハ 増加 後 減少 セリ.

赤 血 球數.128號 ハ増 加 シ他 ハ減少 ス.

血 小 板數.122號,128號ニ テ ハ 大 略 減少 ヲ示
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シ124號 ハ 注射 前 ヨ リ遙ニ増 加 ス.

白血 球數.30分ニ テ122號,128號 ノ2例 ハ

稍 々増加 シ124號 ハ 減少 シ1.5時 間 迄 ハ 何 レモ減

少 シ,2時 間 ニテ 増加 シ124號,128號 ハ 後減 少

シ,124號 ハ4時間ニ テ再ビ増 加 ス.122號ハ3時

間ニ テ頂點 ヲ作リ 後 減 少 ス.

「假 性 エオ ジン 嗜 好性 」細 胞.%數 ハ30分 乃 至

1時 間 減少 シ後稍 々増 加 シ124號.128號 ハ3時 間

以後 注射 前ニ 復 ス.實數 モ亦 コ レニ伴 フ.

核型ハ何 レモ左旋ス.

淋巴細胞.%數 ハ始 メ増加シ後減少スルモ其ノ

度甚シカラズ.實數 モ亦同樣 ナリ.

大單核 白血球數.注 入後減少ヲ示シ128號 ハ4

時間ニテ舊ニ復ス.

他 細胞ニ著變ナシ.

第8章 緩 衝液注入後「ワクチ ン」ヲ

注射 セル場合

第11表 「アルカ リ性」緩衝液注 入後「ワクチ ン」ヲ注射 セル モノ
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酸性緩衝液注入後「ワクチンヲ」注射 セルモノ

體温ヲ除ク他ハ血色素量,赤 血球數,血 小板數,

白血球數及ビ其ノ種別ニ就テハPHノ 差ニ ヨル區別

ハ認メ難ク,血 色素ハ注入後約1時 間迄増加シ後

減少シ兩者トモ1例 ハ4時間 以後増加シ,又兩 者

トモ1例 ヅツハ増 スコトナク減少セリ.赤 血球モ

一時増加 シ後減少セルガPH=8 .204ニ 於 ケル2例

ハ増加ヲ見ルコトナク減少シ稍々PHノ 差 ヲ認メ得

ル程度ナリ.

血小板ニハ一定セル變化ヲ認 メ難 ク白血球數ハ

注入後急激ニ減少シ,6時間 後ニ漸ク注射前ノ値

ニ復スルヲ見,其 ノ間ニPHノ 差ニヨル區別 ハ更ニ

認メ難シ.

淋巴細胞ノ%數 モ一定セル差ハ認 メ難 クPH=

8.204ノ場 合ニハ64號 ハ著シク増加シ6時 間ニテ

漸 ク注射前ニ 復スルヲ見ル,只1例PH=5.865ノ

場 合ノ128號 ハ注入後減少シ2時 間目ニ稍 々増加

シテ後再ビ 減少 セルヲ見ル.實數 ハ何レモ非常ニ

減少ス.

「假性エオジン嗜好性」細胞ノ%數 ハ注射後著シ

キ減少ヲ示シ4時 間乃至5時 間ニテ著 シキ増加ヲ

66



實驗的非特異性操作後ノ血液學的考察(第2報) 1643

示 ス.併 シ ナ ガ ラ實數 ハ5時 間以 後 其 ノ數 ノ注 射

前ニ 復 スル ヲ示 セ ル ノ ミナ リ.他 ノ細胞 ハ 「ワ ク

チ ン」 注 射 後 殆 ド其 ノ姿 ヲ没 シ タル 形 ナ リ.コ レ

ヲ「ワ クチ ン」ノ ミ(圖 表 ハ 省 略 ス)ノ 成 績ニ 比 ス

ルニ 又 差 異 ヲ認 メ得 ザ リキ.

體 温 ハ注 入後 何 レ モ上昇 シ,其 ノ上昇 度 ノ最 モ

著 シ キPHハ=8.204ニ 於 ケル75號 ニ シ テ他 ノ3例

ハ注 入後30分 乃 至1.5時 間 ヲ最 高ト シテ 漸 次 減

少ニ 傾 キ5時 間ニ テ略ボ注 射前ニ 復 シ タ リ.PH=

5.865ニ 於 テハ29號,73號 ノ2例 ハ6時 間迄 下 降

セ ズ,又28號,42號 ノ2例 ハ2時 間 以後 急ニ 著 シ

キ下 降 ヲ示 シタ リ.特ニ 顯 著 ナル 事實 ハ此 實驗 ニ

用 ヒ タル 家 兎 ハ兩 者 トモ6例 ナ リシガPH=8.204

ノ トキハ實驗 後1例 ガ死 亡 セ ル モPH=5.865ナ リ

シ トキ ハ5例 ノ死亡 ヲ見 タ リ.「 ワク チン 」ノ ミノ

場 合ニ ハ4例 中1例 死 亡 セ リ.

第9章 總 括竝ニ 考 按

之等 ノ諸 成績ヲ總 括 スルニ,體 温 ハ緩 衝液

ノPHノ 差 ニ ヨル顯著ナル變 化 ハ認 メ得ザ ルモ

大體ニ 於テPHノ 差 ニ ヨル影響ヲヲ 認メ得.即

チ「ア ドレナ リン」ト緩衝液ノ場合ハPH=8.204

ノ方 注入後體 温 ノ上昇強 ク,3時 間 以後減少

シ注射前ニ 略 ボ復スルモ,PH=5.865ノ 場 合 ニ

ハ初 メハPH=8.204ノ 如 クハ高 カラザ ルモ後

下降 ノ度少 クPH=8.204ニ 比 シ長 ク高温ヲ 持

續 ス.之ヲ 前報告ノ緩衝液 ノミ ノ成績ニ 比 ス

ルニ概 シテ反對 ナク.又 「ア ドレナ リン」ノミ

注射 ノ場合ニ 比 スルニ 其 ノ上昇度強 シ.

「インシユ リン」ト緩衝液ヲ 同時ニ 注入 セル

場合ニ 於 テモ同樣 ノ傾 向 アリテ,PH=8.204ナ

ル トキハ前報告「インシユ リン」ノミ ノ場合 ノ

成績ニ 同 ジク初 メノ上昇 強 ク3時 間ニ テ下降

セルニPH=5.865ニ テハ主トシ テ3時 間,4時

間 ノ頃ニ 上昇 ヲ見タ リ.

血色 素量ハ緩衝液 ト「ア ドレナ リン」ノ場合

ニハPH=8.204ノト キハ減少 シ或 ハ後一時増

加 シ再ビ 減 少スルモPH=5.865ナ ル場合 ハ其

ノ反對ニ 注 入後増 加 シ,一 時減 少ニ傾 クモ後

再ビ 増 加 セリ.コ レヲ緩 衝液 ノミ ノ場合ニ 比

スルニ概 シテ反對 ナ リ.「 ア ドレナ リン」ノ ミ

ノ時ハ血 色素量ニ 大 シタル變 化 ヲ見 ザ リキ.

又 緩衝 液ト「 インシユ リン」ノ場合ニハPH=

8.204ノ 時 ハPH=8.204ノ 緩衝 液單獨 注 入ノ

如 ク注射後可成リ 著明 ノ増加 ヲ示 シ後減 少 シ

或 ハ再 ビ増 加 スルモPH=5.865ノ 場 合 ハ減 少

シ,コ レハPH=5.865ノ 緩 衝液或ハ「イ ンシユ

リン」單獨注 入ノ場合 ノ如 シ.

赤 血球數 ハ「ア ドレナ リン」ト緩 衝液 ノ場合

ハPH=8.204ノ 方 減少ノ度強 シ,PH=5.865ノ

場 合ニ ハ僅ニ増 減ヲ 見 ル,緩 衝液 ノミ ノ場合

一比 スル ニ概 シテ反對 ノ傾 向 ニアリ.「イ ンシ

ユ リン」ト緩衝液 ノ場合 ハ「イ ンシユ リン」單

獨 ノ場合 ニハ注 入後減 少 ノ續ケ ル ニ對 シ注 入

後稍 々増加後僅ニ増 減シ,其 ノ間PHノ 差ニ ヨ

ル相 異ヲ 認 メ得 ズ.

血 小板數 ニハ一定 セル變 化ヲ 認 メ得 ズ.

白血球數 ハ緩衝液ト 「ア ドレナ リン」ノ場合

ハPH=8.204ノ 時 ハ増加 シ其 ノ増減 ノ度甚 シ,

PH=5.865ノ トキハ2時間ニ 於テ増加 セザル

カ,或 ハ僅ニ 増加 シ増減 ノ差 少ニ シテ3時 間

ニテ増加ニ 向 ヒ兩者其 ノ趣 ヲ異ニ ス.コ レヲ

緩衝液 ノ ミノ場合ニ 比 スルニ 全 ク反對 ナ リ.

「イ ン シユ リ ン」 ト緩衝 液ヲ 同時ニ 注射 セル

時 ニハPH=8.204ニ テ ハ増加 セルニ對シPH=

5.865ニ テ ハ減 少後増 加シ 「インシユ リン」ノ

ミノ場合 ノ如 シ.
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「假性エオ ジン嗜好性」 細胞 ノ%數 ハ緩衝 液

ト「ア ドレナ リン」同時注 入後 ハPH=8.204ニ

テ ハ僅ニ 減 少後増 加 セルニ對 シ,PH=5.865ナ

ル トキハ其 ノ減少 ノ度甚 ダ大ナ リ,コ レハ又

緩衝液 ノ ミノ場合ニ 比 シテ全 ク反對 ナ リ.緩

衝液ト「イ ンシユ リン」ノ場合 ハ略 ボ緩衝液 ノ

ミノ場合 ニ一 致シ,實數 モ亦大體 コレニ伴 フ

ヲ見ル.

核 型 ノ移動ニ 就 テ見ルニ緩 衝液 ノミ ノ場合

ハ何 レモ左旋ヲ 示 シタルガ緩衝液ト 「ア ドレ

ナ リン」ノ場合 ハPH=8.204ニ テ ハ右旋ヲ 示

シ,PH=5.865ニ テ ハ其 ノ度輕 ク1例 ハ左旋 ヲ

示 ス.緩 衝液 ト「イン シー リン」ノ場合 ハPH=

8.204ノ トキハ3例 中1例,PH=5.865ノ トキ

ハ3例 中2例 ハ左旋 ス.

淋 巴細胞 ノ%數 ハ緩衝液ト 「ア ドレナ リン」

ニテハ何 レモ増加後減 少セルガPH=8.204ノ

トキハPH=5.865ニ 比 シ増 加 ノ度 少ク減 少ノ

度 大ナ リ.コ レヲ緩 衝液 ノミ ノ場合ニ 比 スル

ニ反對ナ リ.緩 衝液 ト「インシー リン」ノ場合

ニハ緩衝 液ノ ミノ場合ト 略ベ 同樣 ノ傾 向ヲ 示

ス.

大單 核 白血球 ハ其 ノ數少キタメ顯 著ナル傾

向ハ見出 シ得 ザル モ大體ニ 於 テ何 レモ注 入後

減 少 シ3時 間以後囘 復 スル傾 向 ア リ.「イ ンシ

ユ リン」トPH=5.865ナ ル緩衝液 ヲ同時ニ 注

入 セル時 ノミ稍 々増加 スルヲ 認 ノタ リ.

次ニ 「ア ドレナ リン」ヲ連續10日 間注射 セ

ル後ニ緩 衝液 ノ ミヲ注 入セル場合ニ ハ體 温,

血 色素量ニ 差ヲ 認 メズ,赤 血球數 ハPH=8.204

ナ ル トキハ減 少著 シク,PH=5.865ナ ル トキハ

減 少後増加 セ リ.

白血球數ハPH=8.204ナル トキハ注射後30

分 ニ テ増加 シ 一時減 少シ テ再 ビ増加 スルニ對

シPH=5.865ニ テ ハ30分 ニテ減 少 シテ後2時

間 ニテ最高 トナル.

「假性 エオ ジン嗜好性」細胞 ノ%數 ハPH=

8.204ニ テハ初 メ減 少後1時 間ニ テ増 加 シ,2

時 間 ニテ最 高 トナル ニ對 シ,PH=5.865ニ テハ

30分 迄 減 少 シ,其 ノ後増 加 シ3時 間ヲ 最高 ト

ス.

核型 ハPH=8.204ノ トキハ1例 右旋ヲ 示 シ,

2例 ハ左旋 シ,PH=5.865ノ トキハ稍 々左旋 ヲ

示 シ,何 レモ後ニ ハ強度 ノ左旋 ヲ示 シタ リ.

淋 巴細胞 ノ%數 ハPH=8.204ニ テ ハ1時 間

迄 増加 シ後減少 シ2時 間ニ テ最低ニ 達 スル ニ

對 シPH=5.865ニ テハ30分迄ニ増 加 シ後減少

スル モPH=8.204程 ハ減 少セズ.「 イ ンシユ リ

ン」ヲ連續10日 間 注 入セル後ニ 緩衝液ヲ 注入

セル結 果 ヲ見ルニ白血球數ニ 於テハ緩衝液 ノ

ミノ場合ト 反對 ユ一 旦減少シ 後PH=8.204ノ

トキノ ミ1時間 及 ビ2時 間 ニテ急激 ノ増加 ヲ

一時示 セ リ.

コ レニ依 テ見ルニ單ニ 緩衝液 ノ ミ注入 セル

場合 ノPHノ 差ニ ヨル變 化 ト緩衝液 ト「ア ドレ

ナリ ン」或 ハ 「イ ンシユ リン」ヲ同時ニ 注 入セ

ル場合 ノ成績及ビ 「ア ドレナ リン」「イ ンシユ

リン」單獨 注入 ノ場合等 ノ成績ヲ 比 スルニ大

ニ其 ノ趣ヲ 異 ニ シ,大體ニ 於テ 「ア ドレナ リ

ン」ト緩 衝液ヲ 同時ニ 注射 セル場合ニ 於 ケル

PHノ 差ニ 依 ル結 果 ハ緩衝 液ノ ミ注入 ノ場 合ニ

於ケ ルPHノ 差 ニ ヨル結果ト 相反 シ,「イ ンシユ

リン」ト緩 衝液ヲ 同時ニ 注 入セル場合ニ 於 ケ

ルPHノ 差ニ ヨル結 果ハ緩 衝液 ノ ミ注入 ノ場合

ノPHノ 差 ニ ヨル結果 ニ一致 ス.又 「ア ドレナ

リン」或ハ 「イ ンシユ リン」ヲ連續10日 間 注
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入 セル翌 日緩衝液 ノ ミニ注 入セルニ緩衝液 ノ

ミノ變化ニ 比 シテ異 リ,大體ニ 於テ緩衝液 ト

「ア ドレナ リン」ニ緩 衝液ト「 イ ンシユ リン」

ヲ同時ニ 注 入セル場合 ノ如 キ變化ヲ 示 シ,只

「インシユ リン」ト緩衝液ヲ 同時ニ 注入セル場

合 ノ白血 球像 ハ 「イ ンシユ リン」 ノ ミノ場 合

ト同樣 ノ變化 ヲ來 セ リ.而 シテ前報告ニ 於 テ

PH=5.804ノ 緩 衝液モ「ア ドレナ リン」モ共 ニ

Acidotischノ變 化ヲ 示 シタルニ 同時ニ 注入 セ

ル結果ハ却ツ テ反對 ノ結果ヲ 招來 シタ リ.コ

レニ依 テ見ルニ生體 ノ状態 ノ變調ニ アル場 合

ニハ諸種藥品 作用モ亦影響 サルルモノト考ヘ

ラル.而 シテ前報告 ノ「ア ドレナ リン」,「イ ン

シユ リン」 ノミ注入ニ ヨル變 化 ヨリモ同時 ニ

緩 衝液 ヲ注 入セル場合 ノ方變 化著 シキ點 ヨリ

見 レバ明 カニ生體 ノ酸鹽 基平 衡状態 ノ變化 ノ

血液像ニ 及 ボス影響 ハ又「ア ドレナ リン」,「イ

ンシー リン」等 ノ如 キ「ホルモン」ニ依 リ影響

サルル コ ト大ナ リ ト信 ズルモノナ リ.

次ニ網状織内被細胞組織 ヲ多分ニ有 シ淋 巴

細胞 ノ消長ニ 多大 ノ影響 ア リ ト言ハルル脾臓

ヲ剔 出 シタル後4日 ヲ經 タル モノニ緩衝液 ト

「ア ドレナ リン」ヲ注入 セル結果ハ先 ヅPHニ ヨ

ル差異ニ 就 テハ體温 ハPH=5.865ノ トキニ比

シテPH=8.204ノ 方上昇時間長 ク,血 色素量

モPH=8.204ノ 時 ノ方増加 ノ度強 シ,赤 血球

數,白 血球數ニ 就テハ兩 者間ニ 著差ヲ 認 メ難

シ.

「假性エオ ジン嗜好性」細胞ハ兩 者 トモニ注

入後初 メ減少 シ後増 加 シ,PH=8.204ノ トキハ

其 ノ度大 ニシテPH=5.865ノ トキハ其ノ度小

ナ リ.

淋巴 細胞 ノ%數 ハ注入後増加 シ後ニ 減 少 セ

ル ガPH=5.865ノ トキ ハ増加 ノ度大ニ シテ

PH=8.204ノ 時 ハ減 少 ノ度小 ナ リ.コ レヲ第

5章 ノ剔脾 セザル場 合ニ 比 スルニ略 ボ同樣 ナ

リ.只 第5章 ニテハ白血球像ニ 就 テPH=8.204

ノ時トPH=5.865ノ 時トノ 間ニ 若干 ノ差異 ヲ

認 メタ ルモ剔脾 セルモノニテ ハPHノ 差 ニ ヨル

影響ヲ 白血球像ニ 就 テ見得 ザ リキ.

余 ノ實驗ヲ 通 ジテ「ア ドレナ リン」注射 ノ場

合ニ ハ 必 ズ30分 乃至1時 間迄 ハ 淋巴細胞増

多症 ヲ來 シ,剔 脾 セル家 兎ニテモ コレヲ見 タ

リ.コ レニ就テハ議論 アル所ニ シテ,コ レヲ

脾臓 ノ收縮ニ歸 スル人 々ニHarvcy, Frey,清

水,Hatiegen, Fieschi, Aminta, Hughes,

T.A. u. D.L. Sehrivastonaア リ,Harvcyハ

脾 臓ニ 電氣的刺戟ヲ 與 ヘテ淋巴細胞 ノ増 加 ヲ

見タ リ.コ レニ反 シAschoffハ 脾 臓 ノ縮 少

ガ原 因ナ ラバ大單 核白血球 モ増 加 スル筈ナ リ

トテ反對 シWalterhoferハ 脾臓 ノ縮 少ヲ 認

メズ ト言 ヘ リ.Kreuter, Padosavljevic u.

Sekulic, Biehl u. Decasello, Oehme等 ハ剔

脾 セルモノニテモ淋巴細胞 ノ増加 ハ起 ル ト言

ヒタ リ.Fieschi Amintaハ剔 脾 家兎 ノ數箇

月ヲ經 タル モ ノ ニ テ ハ淋 巴腺 ノ肥 大ヲ 認 メ

Kulka u. Herbertハ 肥 大 セズ ト言 ヒテ淋 巴

細胞 ノ増加 ハ網 状織 内被 細胞系統 ガ コレノ代

理ヲ ナス トセ リ.

余 モ亦余 ノ實驗 ヨ リシテ淋巴細胞 ノ増加 ハ

脾臓 ノ收縮 モ原 因 トシテ考ヘ 得 ラルモ其 ノ増

減ニ 關與 セル網状 織 内被細胞系統 ノ 「ア ドレ

ナ リン」ニ 依 リテ刺 戟サ レタル結果 ニ ヨルモ

ノト思考 ス.PH=8.204或ハPH=5.865ナル 緩

衝液ヲ注 入セル後ニ 「ワクチ ン」ヲ注 入セ シニ

體温 ハPH=5.865ノ 場 合 ニハ高温ヲ續 ケル カ,
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或 ハ急激 ノ下降 ヲ認 メタ リ,コ レハ生體ニ 都

合 惡 キ「アチ ドー ジス」ノ状態ニ 於ケル體 温調

節 ノ障碍 トモ見ル コ トヲ得,又 實驗 家兎 ノ斃

死 セル モノPH=3.865ノ 場 合ニ 非常ニ 多 カ リ

シ點ヨ リ見ルモ「アチ ドー ジス」ノ場合ニ 於 ケ

ル生體 ノ抵抗 ノ弱 キ コ トモ察 セ ラル.赤 血球

其 ノ他ニ 於ケ ルPHノ 差 異ニ ヨル影響ヲ 認 ムル

コ ト能 ハザ リシハ「ワクチン」ノ及 ボス影響 ノ

餘 リニ大 ナリ シタ メナ ラン.

第10章 結 論

1) 緩 衝液 ト「ア ドレナ リン」ヲ同時ニ 注入

セル場合ニ ハ體温,赤 血球數,血 色素量,白

血球數 及ビ 其ノ種類ニ 就テハPHノ 差ニ ヨル影

響ヲ 明 カニ認 メ得,即 チ前報告 ノ緩衝液,「 ア

ドレナ リン」單獨 注 入ノ場合ニ 比 シ略 ボ反對

ナ リ.

2) 緩 衝 液ト「インシユ リン」ヲ同時ニ 注 入

セル場合 ニハPHノ 差 ニ ヨル影響 ハ前 者程著 シ

クハ認 メ得 ザルモ大體同樣 ノ傾向ヲ 有 シ,前

報 ノ緩衝液單獨 注 入 ノ場合ト 略 ボ一致 ス.

3) 「 ア ドレナ リン」,「イ ンシユ リン」ヲ連

續10日 間 注射 セルモノニ 緩衝液 ノ ミヲ 注入

シタル時 ハ略 ボ緩衝液ヲ 同時ニ 注射 セル成績

ニ一致 ス.

4) 「ア ドレナ リン」注 入後 ノ淋巴 細胞 ノ増

加 ハ脾臓 ノ收縮 ニノ ミヨルモノニ非 ズ シテ網

状織内被細 胞系統 ノコレニ關 與 スル コ ト大ナ

ル可 シ.

5) 血 液像ニ 及 ボス酸鹽 基平 衡状 態 ノ變化

ノ影響 ハ生體 「ホル モ ン」トモ大 ナル關係ヲ 有

スルコ トヲ察知 シ得 タ リ.

6) 緩 衝 液ト「ワクチ ン」ヲ同時ニ 注 入セル

場合 ニハPH=5.865ノ 場合ニ ハ斃 死 セルモノ

多 ク,PH=8.204ノ 時 ハ殆 ド斃死 セズ.又體 温

ノ調節障碍ヲ モPH=5.865ノ 場 合ニ 強 ク認 メ

得 ラレ,血 液像ハ「ワクチ ン」ニ依 ル變化強 キ

タ メPHノ 差ニヨ ル影響 ハ認 メ得 ザ リキ.
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